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私にできること ４年生の作品

私は，『ポリぶくろ，一まい，すてた』というお話を読みました。この本をなぜ読んだか
というと，題名から，その後どうなったのか，とても気になったからです。ポリぶくろを一
枚すてたことで，何が起こったのか知りたくなったからです。

本を読んでみると，その答えがわかりました。ポリぶくろを一枚捨てたことによって，や
ぎがポリぶくろを食べて死んでしまいました。そのことに，私は，とても悲しくなりました。
また，かけがえのない命が，たった一枚のポリぶくろで失われることに，しょうげきを受け
ました。私にとってのポリぶくろは，買いものをしたものを入れたり，小物を入れたり，空
気を入れて遊んだりする，楽しいことにつながる便利なものでした。そのポリぶくろが，命
をうばうものになることに恐いなと感じました。そういえば，私の家で飼っている犬も，ポ
リぶくろで遊びます。もしも，食べてしまったらと思うと恐いです。

私は，この本から，自分のできること，守ること，こうなったらいいなと思うことをまと
めてみようと思います。

一つ目の自分ができることについてです。できる限り，ゴミを出さないようにすることで
す。買いもののとき，自分のエコバックを使うようにしたいです。また，なるべくゴミを出
さないように，ごみの分別をしたいと思います。社会の授業で習ったことを思い出して，リ
サイクルに協力したいです。自分の出したゴミのリサイクルマークを確認していこうと思い
ます。それと，ゴミにする前に，使いみちがないか考えようと思います。ポリぶくろが，す
てきなバックに変わったように，すてきなものに変身するかもしれません。

二つ目の守ることは，絶対にポイ捨てしないことです。夏休みに行った海にも，車から見
たすてきな山道にも，ゴミが捨てられていました。ゴミがあるだけで，心が傷つきました。

三つ目は，こうなったらいいな，についてです。ゴミがゼロになればいいなと思います。
生ごみは，土になり，リサイクルゴミはリサイクルされる。残りのゴミは，生活に必要なエ
ネルギーや物に変わったら，自然を汚すこともなくなるし，命を守ることもできるので，す
てきだと思います。それに，リサイクルできないものをなるべく作らないようになればいい
なと思います。

おわりに，私が，この本から学んだことは，ゴミについて考える大切さです。アイサトが，
ともだちとした行動は，ゴミをなくし，すてきなバックに変えました。それは，生活環境を
きれいにし，動物の命を救っています。みんなが協力することで，大きな革命が起きました。
きっと，私たちも，みんなで考えて，協力することでできることがあると思います。まずは，
家族に，この本の感想を話して，ゴミについて考える大切さを伝えたいと思います。

道徳が「特別の教科」になり，教材をもとに考え，友達と議論する力が求められるようにな
りました。学級活動では，学級内の諸問題に気付き，自分たちで解決するプロセスが一層重要
視されるようになりました。そのためには，自分の考えを持ち，友達と話し合って練り上げた
り，合意形成したりすることが大切です。話合いの充実のために様々な工夫をしています。

紙コップで意思表示： 「いいね」「同じ考え」「違う考え」 心情を円盤で意思表示：「許せる」「許せない」 ＩＣＴで自分の意思表示・友達の意思確認

最優秀賞 水戸市小中学校読書感想文コンクール

あいさつと笑顔がいっぱい大場っ子

未来につなげ 大場の絆


